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半期間の自己調査、2）母の教育状態や世帯収入などの社会経済的情報を含む、第 2/第 3 三
半期間の自己調査、3）医療記録からの産科的アウトカム、4）妊娠初期の母体血液サンプ
ル、の 4 種類で構成される。また、 FFQ は妊娠前の情報である。  
各対象者の DII は、FFQ からカロリー、炭水化物、タンパク質、総脂肪、アルコール、繊
維、コレステロール、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸（MUFA）、多価不飽和脂肪酸
（PUFA）、脂肪酸（n–3 および n–6 FA）、ナイアシン、チアミン、リボフラビン、鉄、
マグネシウム、亜鉛、セレン、ビタミン A、B-12、B-6、C、D、E、葉酸、β-カロチン、
ニンニク、ショウガ、タマネギの 30 品目の摂取量をもとに、Shivappa らに従って計算し
た。DII の値が大きいほど、向炎症食群であることを示す。 
産科的アウトカム 




対象者 89,329 人の DII の範囲は-6.16〜+5.80 であり、四分位数に従って分類した（Q1 は
最も抗炎症群、Q4 は最も向炎症群）。Q1～Q4 で、年齢、妊娠前の BMI、妊娠中の喫煙、
母親の教育状態、および世帯収入に有意差があった（p <0.01）。 母親年齢が 20 歳未満で
は、Q4 の割合が最も多かったが、40 歳以上では、真逆の結果となった。より向炎症食群ほ
ど、母親の教育と世帯収入が低く、白血球増加の割合が増加した。産科的アウトカムは、よ
り向炎症食群ほど 2500 g 未満の LBW および HDP が増加した。産科合併症のリスクは Q1
に比べ Q4 では妊娠 34 週未満の早産、2500 g 未満の LBW、HDP のリスクが上昇した。 
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票（FFQ）を用いて DII を算出し四分位にした上で、妊娠 37／34 週未満の早産、2500
／1500g 未満の低出生体重、及び妊娠合併症との関連を検討した結果、最も向炎症食
である群（Q4）ほど 2500g 未満の低出生体重および妊娠高血圧症候群の割合が多か
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